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　　　　年　　月　　日
	事業場の所在地
	

	事業場の名称
	

	産業廃棄物処理施設の種類・能力等
	



維持管理に関する計画書
１　囲い等
・　産業廃棄物処理施設に係る土地の周囲に設置した囲い等は、みだりに人が施設に立入るのを防止することができるよう１日１回以上点検し、破損が認められた場合には、直ちに補修します。
・　施設の出入口は、作業終了後及び従業員等が不在のときは、閉鎖し施錠します。

２　表示等
・　産業廃棄物処理施設であることを表示する立札を入口に設置し、表示すべき事項に変更が生じた場合は、速やかに書換えます。
・　立札が破損した場合は、直ちに補修します。

３　緑　地
・　周辺環境との調和を図るため、緑地への散水等の維持管理に努めます。

４　場内道路
・　車両の通行に支障のないよう必要な補修を行います。

５　火災の発生防止
・　施設での火災の発生を防止するため、消火設備は常に十分な管理を行い、所定の能力が発揮できるよう点検整備を行います。
・　管理事務所等火気を使用しなければならない場所を除き、火気の使用を厳禁とします。

６　受入時の産業廃棄物の確認
・　受け入れる産業廃棄物の種類及び量が、当該施設の処理能力に見合った適正なものとなるよう、受入れの際に必要に応じて産業廃棄物の性状の分析や計量を行います。
・　車両から産業廃棄物を荷降しする前に、監視ゲート等により、搬入された物が取り扱える種類であるかを確認し、許可を受けた産業廃棄物以外の産業廃棄物を認めた場合は受入れしません。
・　荷降しをするときには、必ず従業員が立会って確認を行い、許可を受けた産業廃棄物以外の廃棄物が荷降しされた場合は、持ち帰らせる等、速やかに除去します。
・　許可を受けた産業廃棄物以外の廃棄物が搬入されないよう、排出事業者及び収集運搬業者との連携を密にします。
・　排出事業者又は搬入品目については、常に契約書やマニフェスト等で確認し、これらが不明の場合は当該産業廃棄物を受け入れません。

７　飛散及び流出の防止
・　飛散防止ネット、流出防止堤その他の飛散又は流出を防止する設備を１日１回以上点検し、飛散又は流出のおそれがある場合には、必要な措置を講じます。

８　悪臭の防止
・　産業廃棄物処理施設及び敷地周辺を１日１回以上点検し、悪臭の発生及びそのおそれがある場合は、悪臭が発生しないよう原因を除去する等必要な措置を講じます。また、神戸市長の指示により官能試験等の分析を行います。

９　騒音、振動及び粉じんの発生防止
・　産業廃棄物処理施設及び敷地周辺を１日１回以上点検し、騒音、振動及び粉じんの発生及びそのおそれのある場合は、騒音、振動及び粉じんが発生しないよう必要な措置を講じます。特に破砕施設にあっては、著しい騒音、振動が発生しないよう必要な維持管理を行うとともに、敷地外へ粉じんが飛散しないよう散水等の必要な措置を講じます。

１０　害虫等の発生防止
・　施設の敷地内にねずみが生息し及び蚊、蝿その他の害虫が発生しないよう清潔の保持に努めます。
・　害虫等が発生した場合に、防虫剤の散布等の措置を速やかに行えるよう準備しておきます。発生及びそのおそれのある場合は発生しないよう必要な措置を講じます。

１１　事故の防止
・　事故の発生を防止するため、常に巡回監視及び点検を実施します。
・　台風、大雨等の際、産業廃棄物の飛散、流出等の事故のおそれがある場合には、必要な措置を講じる等事故の未然防止を図ります。
・　日常において災害発生防止のために訓練を実施します。また、年１回以上、全社的な防災訓練を実施します。

１２　異常事態時の措置及び報告
・　産業廃棄物が施設から流出する等の異常な事態が生じたときは、直ちに搬入を停止するとともに、施設の運転を停止し、流出した産業廃棄物の回収その他の生活環境の保全上必要な措置を講じます。また、速やかに緊急連絡網により関係者に連絡します。

１３　使用道路（搬入経路となる国道、県道及び市町村道を含む。）の安全確保等
・　搬入出車両数及び荷降し、積み込み時の騒音等に配慮するとともに、生活環境に支障を与えることのないよう使用道路を指定します。
・　使用道路が道路事情その他の理由により交通整理を必要とする場合には、交通整理員の配置等必要な措置を講じ、安全の確保を図ります。
・　使用道路に廃棄物が飛散していないか１日１回以上点検し、飛散している場合は直ちに回収します。また、常に清掃し、清潔の保持に努めるとともに、必要に応じて補修を行います。

１４　雨水等の流入防止、開渠、油水分離槽の点検及び清掃
・　処理施設内へ外部の雨水等が流入するのを防止するために設けられた開渠その他の設備の機能が低下しないよう、１日１回以上点検を行い、必要に応じて開渠等に堆積した土砂等の除去、補修その他の措置を講じます。
・　場内の油が敷地外に流出しないよう油水分離槽を１日１回以上点検し、必要に応じて油の除去等の清掃を行います。

１５　作業時間
・　原則として8：30～17：30とし、生活環境に支障を与えることのないよう作業を行うこととし、時間外には、極力、処理の作業、運搬車両の出入等は行いません。

１６　管理事務所
・　事務所内の見やすい所に許可証、処理工程表等を処理施設の種類に応じて掲示します。
・　事務所には、許可申請書等神戸市長に提出した書類一式並びに処理の帳簿又はマニフェスト、維持管理の記録等を常に備えておきます。

１７　従業員等
・　従業員は直接雇用とし、適正な維持管理を行うため、必要な従業員を複数配置します。また、従業員教育として講習会等に積極的に参加させます。

１８　定期点検等
・　施設の正常な機能を維持するため、年１回以上定期点検及び機能検査を行います。

１９　書類等の保管
・　以下の書類等を書棚に整理して保管します。
ア　産業廃棄物処理施設　設置（変更）許可申請書（設置届出書）
イ　産業廃棄物処理施設　使用前検査申請書
ウ　産業廃棄物処理施設　軽微変更等届出書等（変更報告書）
エ　産業廃棄物処分業　許可申請書
オ　産業廃棄物処分実績報告書（年度毎）
カ　その他市長に提出した書類等の写し等

２０　運転マニュアルの作成等
・　産業廃棄物処理施設の稼働にあたっては、あらかじめ運転マニュアルを作成し、運転マニュアルに従って産業廃棄物処理施設を稼動するよう従業員の教育を徹底します。

２１　排水処理設備等の管理
・　産業廃棄物処理施設において、資源化処理の工程から発生する汚水を公共下水道を経ずに公共用水域へ放流する場合は、その性状について目視等による点検を１日１回以上行うとともに、その水質について水質汚濁防止法に定める排水基準（排水基準を定める省令（昭和46年総理府令第35号）値に適合するよう維持管理し、神戸市長が指示する検査項目及び検査頻度により水質検査を行います。
・　異常が認められた場合には、速やかに施設への産業廃棄物の投入及び施設の運転を停止するとともに、その原因を調査して必要な措置を講じ、神戸市に報告します。

２２　排ガス処理設備等の管理
・　施設から発生する排ガス等について目視等による点検を１日１回以上行うとともに、異常が認められた場合には、速やかに施設への産業廃棄物の投入及び施設の運転を停止するとともに、その原因を調査して必要な措置を講じ、神戸市に報告します。

２３　地下浸透の防止
・　産業廃棄物が地下に浸透しないよう１日１回以上床面その他の設備を点検し、異常を認めた場合は、速やかに施設への産業廃棄物の投入及び施設の運転を停止し、地下浸透の防止のために必要な措置を講じます。

２４　記録及び保存
・　施設の維持管理に関する点検、定期検査その他の措置の記録を作成し、３年間保存します。


２５　保管設備
・　産業廃棄物の許可品目ごとに区画を設けて保管し、異なる種類の産業廃棄物を混合しないようにします。
・　保管期間は、性状が変化しないものであっても、出来るだけ短期間とします。
・　有機性汚泥又は動植物性残さ等腐敗性の産業廃棄物については、季節的な条件を考慮し、悪臭等が発生しないよう速やかに処理します。
・　申請又は届出上の保管能力を超えて産業廃棄物の保管は行いません。
・　保管量が1日あたりの処理能力に相当する数量の14日分を超えないようにします。

２６　維持管理者の人的要件
・　技術管理者を配置します。

２７　その他
・　神戸市長が必要と認めたその他の事項について維持管理を行います。
以上
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